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第１９８回例会のご案内 

 

拝 啓 新春の候、皆さまにはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

日頃より当クラブに対し、ご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。お蔭様で、当クラブも

本年１１月には設立５０周年の佳節を迎える運びとなります。今後とも一層のご協力を賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。 

つきましては、平成２４年度４回目となる第１９８回例会を下記の通り開催いたします。 

今回は、母校、会計専門職大学院教授の宮本勝浩先生に、「２０１３年の日本経済・関西経済

の見通し」と題してご講演いただくことになりました。 

マスコミでもご活躍中の宮本先生には、昨年２月に「上昇するか！２０１２年 関西経済！」

と題してご専門分野の一つ「関西経済」につきご講演いただき、皆さまに大変ご好評をいただき

ました。 

今回は、「平成２４年１２月の衆議院選挙に大勝した安倍内閣は、矢継ぎ早やにいろいろな経

済政策を打ち出してきている。その結果、株価の急上昇、円安の進行と日本経済にとっては望ま

しい方向に経済は進み始めている。⑴この方向が本物なのか、一時的なものなのか。⑵また、７

月に予定されている参議院選挙の行方はどう予想されるのか。⑶それらが、関西経済にどのよう

な影響を及ぼすのか。⑷さらに、成功している外資系の企業の成功の秘訣・アイデアを関西企業

に生かすことができるか、などについてお話をする予定である」と講演要旨を述べておられ、興

味あるお話しをお伺いできるものと思います。 

 時節柄、ご繁多のこととは存じますが、お知り合いの方も、是非お誘い下さいましてご出席下

さいますよう、ご案内旁方お願い申しあげます。                 敬 具 

記 

日  時  平成２５年２月２５日(月) 午後６時 

場  所  大阪・梅田 大阪新阪急ホテル２階「紫の間｣（☎：06－6372－5101） 

テ ー マ  「２０１３年の日本経済・関西経済の見通し」 

講  師  関西大学会計専門職大学院 教授 宮本 勝浩 先生 

当日会費  １０，０００円 （規定により 80 歳以上の優待会員、女性会員は半額です） 

 

＊平成２４年度年会費未納の方には、振込用紙を同封しております。年度末となりますので、

お忘れなくお振り込み下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  
※次回例会について 

  次回例会につきましては、年度替わりのため、役員会で検討の上、日時等決定次第ご案内さ

せていただきます。 



――― 講 師 宮本 勝浩（みやもと かつひろ）先生のご紹介 ――― 

 

昭和２０年１月 和歌山市生まれ。 

昭和４５年３月 大阪大学大学院経済学研究科修士課程修了。 

大阪府立大学経済学部教授、経済学部長、副学長を歴任後、平成１８年４月 関西大学大学院会

計研究科（会計専門職大学院）教授。経済学博士（神戸大学）。 

 この間、アメリカ合衆国ハーバード大学、インディアナ大学、上海同済大学、南京理工大学、

ロシア極東国立商科大学などの客員研究員や客員教授を歴任。 

専門分野は、国際経済学、理論経済学、関西経済論、スポーツ経済学。 

主な著書に、『経済効果ってなんだろう』（中央経済社）、『激動する世界の政治・経済』共著（嵯

峨野書院）、『大阪経済学』共著（経営書院）、『世界経済の構造的変化とマクロ経済政策』共著

（嵯峨野書院）、『移行経済の理論』（中央経済社）など。また、英語、ロシア語の経済学の論

文を多数国内外で発表している。 

主な公職として、総務省情報通信行政・郵政行政審議会委員、大阪広域水道企業団経営・事業評

価委員会委員長、公益財団法人大阪府市町村振興協会理事、公益信託泉州地域振興基金運営委

員会委員長、財団法人堺都市政策研究所理事長、吹田市特別職報酬等審議会委員 など。 

マスコミ活動（現在出演中の番組） 

 毎日テレビ「ちちんぷいぷい」（月１～２回程度出演）、テレビ大阪「ニュースＢＩＺ」（毎週

火曜日出演）、テレビ和歌山「あっとテレわかＮＥＷＳスタイル」（月１回、木曜日出演）など。 

その他 

 2003 年 「阪神優勝の経済効果」を発表 

 2004 年 「球界再編の経済効果」、「プロ野球のストのマイナス経済効果」、「東北楽天の宮城県

における経済」などを発表 

 2005 年 「阪神優勝の経済効果」、「セパ交流戦の経済効果」などを発表 

 2006 年 「清原、中村選手のオリックス入団の経済効果」、「2008 年大阪サミット誘致の経済

効果」、「ディープインパクトの経済効果」などを発表 

 2007 年 「世界陸上競技選手権大会大阪大会の経済効果」、「シャープの堺市への液晶工場進出

の経済効果」を発表 

 2008 年 「東国原宮崎県知事の経済効果」、「くいだおれ人形の経済効果」、「2008 年の阪神優

勝の経済効果」、「和歌山電鉄貴志川線たま駅長の経済効果」、「石川遼プロの経済効果」

を発表 

 2009 年 「オバマ大統領就任の経済効果」、「ＷＢＣ優勝の経済効果」、「‘09 食博覧会の経済

効果」、「ガンバ大阪の経済効果」、「城島選手阪神入団の経済効果」、「邪馬台国遺跡発

見の経済効果」、「タバコ値上げの経済効果」、「2009 年石川遼選手の経済効果」を発表 

 2010 年 「バンクーバーオリンピックの経済効果」、「奈良の大仏の建造費用の推定」、「2011

年大阪マラソンの経済波及効果」、「星野仙一阪神シニアディレクターが楽天の監督を

引き受けた時の経済波及効果」、「齊藤佑樹投手の日本ハム入団の経済波及効果」、「ウ

リ坊とみわちゃんの経済波及効果」を発表 

 2011 年 「齊藤佑樹投手の沖縄名護キャンプにおける経済波及効果」、「上野動物園のパンダの

経済波及効果」、「USJ10 周年の経済波及効果」、「特許制度の経済波及効果」を発表 

 2012 年 「ダルビッシュ投手の経済効果」、「金環日食の経済効果」、「淀川花火の経済効果」、 

「第 2回大阪マラソンの経済効果」を発表。 


